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＜連絡事項＞

· 5/1（月）15：30～栄養士業務の為、山田TOLが病院へ行く。

· 5/3（火）15：00～心理業務の為、小嶋が病院へ行く。

· 5/4（水）花見外出プログラム（デイナイトケア）。付添いスタッフ･･･木村、山田、小嶋、李、向。

＜事例検討＞

細越　定生様（52）　病名：統合失調症　デイケア利用年数：1年8ヶ月　担当：上野

検討内容　治療計画の見直し

治療計画　①病状の変化の観察を行い、内服状況の確認・アドバイスを行なう事で、再発防止を図る。

　　　　　②食事摂取状況を含めた生活状況の確認を行なう。

　　　　　③威圧的な言動がある為、周囲にどのような印象を与えているか振り返っていただく。

＜現在の様子＞

①に関して

· 春になると精神的に調子が悪くなると自覚している。

· 相手をおだてる程機嫌が良いことがあったり、何をいっても怒ってしまうことなど周期は不明だが気分の波がある。

· 服薬状況について確認すると「ぼちぼち」と笑ってごまかす事が多く、実際に確実に服薬できているかは不明。

· 時折、眠そうにしていることがあり、原因が不眠であるのか、薬の効果なのかはわからない状態。

· 本日、8時前からデイケアの呼び鈴を鳴らしつづけ、喫煙場所を守れずにタバコを吸っている事があり、病状が動いている可能性がある。

②に関して

· 前回退院時は110Kg台。退院後、一時期120Kg台となったことはあったが、本日の体重測定で115Kg。

· 運動プログラムを勧めているが、腰痛を理由に断り、エアロビは一切参加していない。

· ラジオ体操やレクダンスには参加しているが、基本的に運動には消極的な姿勢を見せている。

· 食事量を尋ねると、「そんなに食べてない。」といい、デイケアでの食事と同量を食べているとのこと。

· コーヒーには砂糖3杯、クリープ2杯を入れている。スタッフが見ていると砂糖を1杯に抑えている。

· 健康管理教室では、ダイエットを目標としており、体重の変化はないが「努力はしている。」とのことで、自己評価を「だいたい出来ている」としている。

· 去年8月HbA1c8.0で、主治医より糖尿病と言われているが、糖尿病の治療薬が処方されていない為、糖尿病とは認識していない。

③に関して

· プログラムへの希望や不満は話すが、他の人の前で話すと角が立つことを意識し、スタッフに相談している。

· 威圧的であることは自覚できている様子。

· かっとなった際に声の大きさを抑えることは出来なくなるが、後で反省したりと以前より冷静になってきている。

· 突発的に大声で、相手に悪い印象を与える形での発言が時折見られる。

その他

· 自分の状態を「いつでも仕事が出来る状態」であると自覚している。

· 病状悪化せず、現状を維持することが本人なりの目標となっている。

· 仕事はしなければいけない状況になったらと話すが、金銭的に困っている様子はなく、就労する意思は見受けられない。

· 他のデイケアを見学し、自分に合う所を見つけてみたらどうかとスタッフが提案すると「知ったスタッフ、メンバーがいるところがいい。」と青陽館を希望している。

＜まとめ＞

長期目標：入院せず、安定した社会生活を送る

中期目標・短期目標⇒長期目標を達成する為には、どのようなことを目標とし生活していくのかを担当スタッフと話し合い決めていく。

治療計画は①②③全て継続。

＜青明舎登録者情報交換＞

佐藤　朗子　様～外来受診の際「最近落ち込む」と報告している。主治医より、仕事量が多いのではと尋ねられると、「そうかも。」と振り返っている。落ち込んだ時のためにとんぷく薬が処方となっている。

久保　清美　様～日曜日に青明舎が訪問。引越しした際に、年金だけ住所変更していないため、青明舎スタッフと一緒に住所変更の手続きの為の書類を書き、投函している。

我満　奈津紀様～29日娘様と来所している。娘様の支援について、『Youme』と5/9面談予定となっている。娘様に関して、根城中学校の担任の先生が、奈津紀様の支援機関も含めて話し合いをしたいと希望しているとのこと。話し合いの日程が決まり次第、青明舎スタッフが青陽館にも連絡をするとのこと。

　　　　　　　　時間の使い方について考え、娘様とも距離を置く為に来週から、デイケア利用を週2回から週3回（月・水・金）としたいと希望している。

種本　サハ　様～震災後よりデイナイトケアで米を炊いている。本人的には、パパッとライスにしたいが、単価が高いとのことで、引き続きデイナイトケアでご飯を炊く事をグループホーム世話人から勧めているとのこと。根底に、「介護を受けたい」という気持ちがあるためか、「疲れた」「米を研ぐと腰が痛い」等の訴えが聞かれる。米を炊けないようであれば、寝たきりの生活になってしまう為、もう少し頑張りましょうという視点で支えている。

田中　一　　様～「ビンラディンが死んだ」と話していて、＜良かったですね＞と声を掛けると、ビンラディンの部下に怯えている様子。

平　康子　　様～先週木曜から欠席が続いている。先週は欠席理由を銀行へ行く為と話していたため、銀行後にデイケアへ来るよう説明しているが「いや･･･」と拒否している。本日も用事があるとのことで休んでいる。

八木橋　牧雄様～ナイトケア利用日に確実に通うことが出来ている。AAにも定期的に通い、飲酒していた頃の振り返りも出来ており、順調に生活リズムが整ってきている。

＜利用者様情報＞

山田　健次　様～先週火曜日から入浴していないため、今週銭湯に行くように勧めている。

細越　定生　様～本日8時前に来所しており、8時からドアを開錠することを知っているが、何度も呼び鈴を鳴らしている。また、喫煙所以外でタバコを吸っており、注意するが無視して吸いつづけている。喫煙場所を守るように担当スタッフより説明があるが、「誰にも迷惑をかけてない。」と口調荒げ、大きな声で話している。その後はそのスタッフの視線を避けて過ごしている。

高田　マキ　様～本日からデイケア正式利用となる。プログラム中はバッグを常にもっており、ラジオ体操でもバッグを肩にかけながら動いている。「まだわかんないことばかりで･･･」と不安な気持ちを訴えており、いつでも分からないことは聞いて欲しいと伝えている。スタッフとの会話では、脈絡なく突然前の話題と関係のない話をし始めることがあり、会話のちぐはぐさが見られる。

久保　興介　様～スタッフに相談があると呼び止めている。自分が妄想だと思っていたことが主治医より空想といわれ、その空想の時間が増えてきているとのこと。空想中は周りの音が聞こえなくなり、以前病状悪化時の症状と似ているため病状悪化ではないかと心配している。現実との区別は出来、気分の切り替えは出来ているとのこと。

吉田　富秋　様～ミーティングルームの時計が止まっているため、自分の電池を入れている。青陽館のものは、こちらで必要物品を発注するため、電池を本人へ返している。

五日市　公　様～依然スタッフへの話し掛けが多い状態が続いている。本日は八十八夜の話をしている。

村上　元道　様～「話をしたい」と担当スタッフに言う。幸房のスタッフに「あと半年ね」といわれ、むっとしたことを聞いて欲しかったとのこと。本人的には、職親の見学等に行けないという意味で捉えた様子。主治医へその件について報告したところ、「じゃ、無理なんですね。」といわれたとのこと。

＜外来情報＞

田中　一　　様～「こうもりが見える」「女性の殺される直前のような悲鳴が聞こえる」と訴えている。こうもりは現実にいるので幻視かどうかわからないが、悲鳴は幻聴でしょうと主治医から説明がある。その幻聴に没頭してしまいそうになるとのことで、没頭しないように心がけてくださいとアドバイスを受ける。

大久保　康弘様～（頭が）膜が張っているような感じがすると話している。前よりは調子が良いとのことで服薬調整なくそのまま経過観察となる。

